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１． 研究目的 

多様化が進む現代,男性と女性の境界線が曖昧

になってきている. その要因には韓流アイドルの

流行や情報の可視化などがある. それに伴い近年

ビジネスマンにナチュラルメイクが浸透し始めて

いる. メイクを施すことによって第一印象である

外見を整え, 相手に好印象を与えるという利点が

あるためである. しかし, 現代の日本ではメンズ

メイクに興味がありつつも, 抵抗のある人は多い. 

特に「メイクをしていることをばれたくない」とい

う男性は非常に多いのが現状である. そこでこう

した心理に注目したメンズコスメを提案する.  

 

２．調査内容 

最初にいつ, どこで, だれが, どのようにメイ

クをしているのかを調査した. まず，男性向けメ

イクサロン「粋華男製作所」のアンケート結果をも

とに分析をおこなった． このアンケートは「身だ

しなみメンズメイク・レッスン」を受講した 20～

60 代の男性 270 名に対しておこなったものである.   

・受講者は 30～40 代前半が多い.  

・人と接触・交渉する仕事についている人が多い.  

・日常的にメイクをしたいと考えている.  

・ビジネスにいい影響が出ると考えている.  

・メイクは身だしなみと考えている.  

・83％の人が「ばれたくない」と答えている.  

以上の内容をまとめると, 「30～40 代前半で、

人とかかわる仕事をしているため, ビジネスにい

い影響があると思ってメイクをしているが, 実際

にメイクをしているところは知られたくないビジ

ネスマン」となる.  

次に市場がどのように動いているのかを調査し

た. 現在多様化に伴いメンズメイクが若年層を中

心に浸透してきている. THREE などの既存のメー

カーからメンズコスメが展開されたり, 韓国のジ

ェンダーレスコスメブランドのLAKAが誕生してい

る. 全世界で「メンズメイク」という動きが出て

きており, 今後もその市場は拡大していくといわ

れている.  

次に男性の肌質や悩みを調査してみた. 男性は

ほとんどが脂性肌であるため, 今回提案していく

コスメには脂性肌に特化したアイテムを中心に展

開していく. 続いて肌の悩みでは, 女性と同じく

クマやシミ, 毛穴に関する悩みや, 髭剃り跡など

が気になるという男性ならではの悩みも見られた.  

このようなメンズメイクをどのように世間に浸

透させていくのかを考える必要がある. 日本人特

有の心理である「みんなやっているから, 自分も

やる」や「出る杭になりたくない」という心理とよ

く向き合い, その性質に合ったやり方で呼びかけ

ることがカギになると考えている. この心理の事

例調査として, 「浸透しないメンズスカート」を

調査した. 論文などによれば, スカートも化粧と

同じく, もともとは男女ともに身に着けているも

のであった. しかし起源がどうであれ, それを知

っている人は少ない. 「現在の日本は、女性しか

スカートをはかない文化だから, 男性のスカート

には抵抗がある. 」という意見が自然であると定

義されていた.  

 



３．コンセプト 

コンセプト：ビジネスマンの新たな姿を提案す

るメンズコスメ.  

 

４．アイデア展開 

 男性の肌の悩みに合わせて自由にカスタマイズ

できるパレットのような形態をベースにしたコス

メを中心に展開する. サイズは名刺ケースサイズ

に設計する. 普段はスーツの胸ポケットなどにし

まっておき, しかるべきタイミングで取り出して

使用してもらうのが狙いである.  

 

 また「男性のためのメイク」というイメージを持

ってもらうため, パッケージも重厚感や高級感を

意識したものにする. 付属するブラシなどは大き

めに設計し, シェーバーを使うときなどの男性特

有の所作を反映させる. また, 胸ポケットなどに

させるペンを模したコンシーラーもアイデアとし

て展開する.  

 

5．提案内容 

 ビジネスマンが使用してても違和感がなく, か

つ使い勝手のいいサイズ感である化粧直しキット

を提案する. 名刺ケースサイズのパレットに、鏡、

パウダーやコンシーラーなどの化粧直しに必要な

道具が収まっている. それらを使用している姿を

新しい男性像として提案する.  

 

6．今後の展開 

試作を複数制作する. パレット本体以外に, パ

フなどの小道具もトータルでデザインする. 造形

としての美しさだけでなく, 持ちやすさ, 重さ, 

質感, パレットに収まるような造形を探っていく. 

その際モデル制作する際の制作プロセスも考える. 

また, 試作を通して男性からの意見を聞き出し, 

提案に落とし込んでいく.   
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